
海の京都調査隊

「サバ」から

京都の海を

調査せよ！ ー・
京料理の歴史に欠かせない鯖街道

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

京都市と福井県小浜地域を結ぶ若狭街道は、海のない京都市へ日本海

側から魚介類を運ぶための重要なル ー トで、そこからサバが大量に運ば

れたことから、いつしか「鯖（サバ）街道」と呼ばれるようになりました。

新鮮なサバを塩でしめて、腐敗を防ぎ、早朝、小浜を出発し、昼夜歩き続

け翌朝ようやく京都へ。鯖寿司が京料理の一つとなっている歴史も鯖街

道が関係しています。

塑海岨杏 in 京都

京都の海が抱える様々な問題について

京都市内の小学生が学んできました

長野県と京都市の子どもたちが交流
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

日本有数のサバの産地である福井県小浜市に出向き、同じくサバをテ
ーマにしたオリジナルイベントを実施している長野事務局と連携。海

なし県の長野と海が遠い存在の京都市の子どもたちが交流し、各エリ

アでこれまで学んだ内容を共有する機会を設けました。また、地元缶

詰業者と連携の上、長野と共同でオリジナルサバ缶を制作し、道の駅や

店舗での販売を通して、多くの方への発信を目指しました。

学習のポイント
•京都の海の問題を知り、何ができるか考え •オリジナルサバ缶パッケージ制作を通して、

行動を起こす！ 学びの成果を発信していく大切さを知る！

•長野事務局とのコラボにより、他エリアの課 •サバの生態とサバと京都の食文化を学び、昔

題と比較しながら自分たちの学びをより深 と今の違いを見つける！

いものにしていく！

〇海洋調査船「平安丸」乗船！
日本有数のサバの産地である小浜市で日本海で獲れた魚がどのよ

うな形で私たちの食卓に届くかを学び、保存技術の進歩について

も調査。京都府民に愛されたサバのル ーツをたどりました。

小浜漁港 海洋調査船「平安丸」

〇京都にサバがどのように運ばれたかを調査！
漁港での調査をもとに昔、サバは京都までどのように運ばれてきたか

を歴史とともに学び、京都府民に愛されてきたサバ文化を調査。当時

はサバがより身近なものであったことを知りました。

I 

御食国若狭おばま食文化館 御食国若狭おばま食文化館（館内）

,In問",サバのルーツをたどり、より身近に感じました。
•水揚げされた魚を冷やす氷を保存しているー5℃の冷凍庫と漁をする際にエサと

して使用するイワシなどを保存する—27℃の冷凍庫を見学させてもらいました。

•朝獲れたサバを塩漬けにし、小浜から京都まで約72キロ、「京は遠ても十八里」

と言いながら、行商人たちは鯖街道を歩いて京都まで届けました。そして、その

ころにはちょうどいい塩加減になっていました。
小浜漁港冷凍塵 御食国若狭おばま食文化館（館内）



饂海岨杏 in 長野とのコラポ企画

今回こ協力いただいた、福井缶詰株式会社は、京都府立海洋高等学校が間発したサバ缶「京の
鯖」の製造メーカ ーです。同社ではサバ缶ができるまでの工程や生よりも栄養価が高くなる理
由、長期保存が可能となる加工技術を調査しました。そして、京都府産のサバと長野県産の白昧
譜を使用したオリジナルサバ缶を制作し、パッケージに挿入するサバのイラストを描き起こしま
した。また商品名称も同時に考案しました。
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みんなが描いたイラスト入りのオリジナルサバ缶
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小学生が描いたイラスト

小学生学びの声

塑海岨歪 in 京都
海と日本プロジェクトは日本財団の旗振りのもと、オールジャパンで推進するプロジェクトです。
さまざまなかたちで日本人の菖らしを支え、ときに心の安らぎやワクワク、ひらめきを与えてくれる海。
そんな海で進行している環境の悪化などの現状を、子供たちをはじめ全国の人たちが「自分こと」としてとら
え、海を未来へ引き継ぐアクションの輪を日本全国に広げています。

（ 海と日本京都 ）騒豆濤
https: ／/kyoto.uminohi.jp 、
海と日本プロジェクトin京都実行委員会事務局
〒602-8588京都市上京区烏丸上長者町
KBS京都事業部内TEL.075-431-7350




